


 

 

令 和 ８ 年 １ 月 ２ １ 日 

 

 

令和７年度第９回東京都私立学校審議会（第８５５回）議案 

 

【専修各種学校関係】 

〔今回諮問〕 

目的変更 

議案第１号 専門学校お茶の水スクール・オブ・ビジネスの目的変更認可について（千代田区） 

 

【幼稚園関係】 

〔既諮問〕 

寄附行為・設置者変更 

議案第２号 学校法人山王台佐藤学園の寄附行為認可について（大田区） 

議案第３号 馬込幼稚園の設置者変更認可について（大田区） 

 

〔今回諮問〕 

学校廃止 

議案第４号 鈴蘭幼稚園の廃止認可について（世田谷区） 

議案第５号 満願寺幼稚園の廃止認可について（足立区） 

 

【小中高校関係】 

〔今回諮問〕 

学則変更 

議案第６号 目黒日本大学高等学校（広域の通信制課程）の学則変更認可について（目黒区） 

 



議案第１号 

専門学校お茶の水スクール・オブ・ビジネス目的変更要項 

１ 学校の目的 （新）本校は、教育基本法及び学校教育法に従い、簿記、パソコン等の技能を有するビジネスマン及び

公務員として、社会の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

  
（旧）本校はビジネスマンとしての教育とタイピスト、オペレーター、秘書としての学術技能を教授す

ると共に社会人としての教養を養わしむることをもって目的とする。 

２ 学校の名称 専門学校お茶の水スクール・オブ・ビジネス 

３ 課程（分野） 
商業実務専門課程（商業実務関係） 

  の名称 

４ 位   置  千代田区神田小川町三丁目２８番１０号       電話 ０３（３２９１）３８３１ 

５ 変更の時期  令和８年４月１日（予定） 

６ 変更の理由 時代の変化に合わせ、ビジネスに関する職業全般及び公務員の育成を目的するために変更を行う。 

７ 設置者名  学校法人 お茶の水学園（千代田区神田小川町三丁目２８番１０号） 理事長 常慶 良輔 

８ 校 長 名  常慶 良輔 

９ 経費の見積り 

  及び維持方法 
この法人の設置する学校の経営に要する費用は、基本財産並びに運用財産中の不動産及び積立金か

ら生ずる果実、授業料収入、入学金収入、検定料収入その他の運用財産をもって支弁する。 

10 課程・学科別 

  修業年限及び 

  生徒定員 

変  更  前 変  更  後 

課程名 学科名 
昼夜 

通信 

修業 

年限 

入学 

定員 
総定員 

商業実務 

専門課程 

(商業実務

関係) 

ビジネス

学科２年

課程 

昼 ２年 90名 180名 

ビジネス

学科１年

課程 

昼 １年 20名 20名 

合 計 110名 200名 
 

 

同左 

11 校  地 変 更 前 変 更 後 

  

 

総面積         247.60㎡ 

（内訳）校舎敷地   204.59㎡ 

    その他     43.01㎡ 

 

同左 

12 校  舎 変 更 前 変 更 後 

  総面積 1,222.28㎡ 

（構造）鉄骨鉄筋コンクリート造７階建 

（内訳） 

普通教室       7室  431.64㎡ 

実習室       3室  219.24㎡ 

図書室       1室     9.00㎡ 

保健室       1室     9.00㎡ 

校長室       1室     27.04㎡ 

教員室       1室    62.50㎡ 

事務室       1室     9.00㎡ 

便所        7箇所    74.10㎡ 

（大18箇・小4箇） 

その他                380.76㎡ 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  基準 

600㎡ 

 



13 教職員組織 変 更 前 変 更 後 

  校長（専任）  １名 

教員（基幹）  ６名 教員（基幹以外）２０名 

事務職員（専任）４名 学校医（兼任）  １名 

合計 ３２名  

 

校長（専任）  １名 

教員（基幹）  ６名 教員（基幹以外）２３名 

事務職員（専任）４名 学校医（兼任）  １名 

合計 ３５名  

 

 教員基準 

   ６名 

備    考 １ 学校法人お茶の水学園  昭和５４年１２月１日 設立認可（東京都） 

２ 法人が設置する学校  

専門学校お茶の水スクール・オブ・ビジネス  昭和５１年６月１日設置認可（千代田区） 

 

 



 

 

議案第２号 

学校法人山王台佐藤学園設立要項 

１ 名 称   学校法人山王台佐藤学園 

２ 事務所の所在地 大田区南馬込二丁目２５番１１号 

３ 目 的 

この法人は、学校教育法第２２条及び２３条にしたがって、義務教育及びそ 

の後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のため

に適切な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする。 

４ 設置する学校名   馬込幼稚園 

５ 役 員 
理事 ６名 佐藤 治子 (理事長予定者) 

監事 ２名   

６ 評 議 員 ８名 

７ 資 産 総 額 ２３７，４９５,６２６円（正味財産２３７，４９５，６２６円） 

８ 

資 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産 

基 
 
 
 
 

本 
 
 
 
 

財 
 
 
 
 

産 

土    地 

（園地） 

総 面 積   １,１０５．５７㎡ 

園舎敷地    ３２０．１８㎡ 

運動場        ４００．１２㎡ 

その他     ３８５．２７㎡ 

自己所有面積      ６４１．６２㎡ 

（寄附者）佐藤 治子 

  

借 用     ４６３．９５㎡ 

（所有者）臼田 建一、猪熊 けい子 

建    物 

(園舎) 

総 面 積       ４９３．９８㎡ 

（内訳） 

保育室   ２室 １１１．９６㎡ 

遊戯室（保育室２室兼） 

１１３．２０㎡ 

職員室（保健室兼）１７．６３㎡ 

便 所       ６１．５４㎡ 

その他      １８９．６５㎡ 

自己所有面積      ４９３．９８㎡ 

（寄附者）佐藤 治子 

機器備品

等 

机、腰掛等 （寄附者）佐藤 治子 

運用財産   現預金等 

９ 負     債 ０円 



 

議案第３号 

馬込幼稚園設置者変更要項 

１ 学校 の目 的 この幼稚園は、学校教育法第２２条及び２３条にしたがって、義務教育及びその後の

教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適切な環境

を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする。 

２ 学校 の名 称 馬込幼稚園 

３ 位    置 大田区南馬込二丁目２５番１１号 

４ 変更 の時 期 令和８年２月２日（予定） 

５ 変更 の理 由 教育条件の維持向上を図り、さらにその公共性を一層高めるため、学校法人山王台佐

藤学園を設立する。 

６ 設 置 者 名 （新）学校法人山王台佐藤学園 (設立代表者 佐藤 治子) 

（旧）佐藤 治子 

７ 園 長 名   佐藤 治子 

８ 経費の見積り 

  及び維持方法 

（新）基本財産並びに運用財産中の不動産及び積立金から生ずる果実、授業料収入、入学

金収入、検定料収入その他の収入をもって支弁する。 

（旧）保育料、入園料、補助金等をもって維持経営する。ただし、不足を生じた場合は、

設置者の負担とする。 

９ 備    考 (1) 園   地 総面積    １,１０５．５７㎡ 

(2) 園   舎 総面積      ４９３．９８㎡ 

 （構造：木・鉄骨造瓦・亜鉛メッキ鋼板葺２階建、鉄骨造陸屋根２階建） 

(3) 運 動 場 面積       ４００．１２㎡ 

年 次 学 級 数 定 員 数 

満３歳児 １ １５ 

３ 歳 児 １ ３０ 

４ 歳 児 １   ３０ 

５ 歳 児 １   ３０ 

計 ４ １０５ 

(4) 収容定員及び学級編制等 

（学 級 数）４学級 

（収容定員）１０５名 

（保育年限）１年、２年、３年及び 

４年未満 

 

 

(5) 教職員組織 

園  長（専任）１名  副 園 長（専任）１名  教  諭（専任）７名 

事務職員（専任）２名    その他の職員（兼任）１名  講  師（兼任）１名    

園  医（兼任）１名    園 歯 科 医（兼任）１名  園薬剤師（兼任）１名    

                合計１６名 

 

(6) 設置認可年月日  昭和２４年９月２９日 

 基 準 

１ 園舎総面積 

   ４２０㎡ 

２ 運動場面積 

  ４００㎡ 

３ 教 諭 数 

    ４名 



   

議案第４号 

鈴 蘭 幼 稚 園 廃 止 要 項 

１ 学校 の名 称  鈴蘭幼稚園 

２ 位    置 世田谷区上野毛二丁目１５番１５号 

３ 廃止 の時 期  令和 ８年  月  日（認可のあった日） 

４ 廃止 の理 由  園児数の減少に伴い、園の運営継続が困難になったため。 

５ 設 置 者 名  宗教法人 覚願寺 

６ 園  長  名  小久保 良裕 

７ 園児 の処 置  令和６年度末をもって全員卒園又は転園 

８ 教職員の処置  令和６年度末をもって全員退職 

９ 指導要録等の 
引継方法 

 世田谷区に引き継ぐ 

10 資産 の処 置  (1) 園    地  所有者において処置 

 (2) 園    舎  所有者において処置 

 (3) 園具・教具等  所有者において処置 

11 備    考 
 

 (1) 園   地   総面積    ２, ４０２．００㎡ 

(2) 園   舎   総面積    １, ０７６．２０㎡ 

 (3) 収 容 定 員                ２４０名 

 (4) 設置認可年月日     昭和２９年 １月 ２２日 

 

 

 

 



   

議案第５号 

満 願 寺 幼 稚 園 廃 止 要 項 

１ 学校 の名 称  満願寺幼稚園 

２ 位    置 足立区栗原三丁目６番６号 

３ 廃止 の時 期  令和 ８年  月  日（認可のあった日） 

４ 廃止 の理 由  園児数の減少に伴い、園の運営継続が困難になったため。 

５ 設 置 者 名  宗教法人 満願寺 

６ 園  長  名  横山 俊隆 

７ 園児 の処 置  令和６年度末をもって全員卒園又は転園 

８ 教職員の処置  令和６年度末をもって全員退職 

９ 指導要録等の 
引継方法 

 足立区に引き継ぐ 

10 資産 の処 置  (1) 園    地  所有者において処置 

 (2) 園    舎  所有者において処置 

 (3) 園具・教具等  所有者において処置 

11 備    考 
 

 (1) 園   地   総面積    １，２２３．００㎡ 

(2) 園   舎   総面積    １，０００．８７㎡ 

 (3) 収 容 定 員                １９０名 

 (4) 設置認可年月日      昭和３５年 ３月 １８日 

 

 

 

 



 

議案第６号  

目黒日本大学高等学校（広域の通信制課程）の学則変更要項 

１ 学校の名称 目黒日本大学高等学校（ 校 長 小野 力） 

２ 設 置 者 名 学校法人 目黒日本大学学園（ 目黒区目黒一丁目６番１５号 ）理事長 小梛 治宣 

３ 位 置 目黒区目黒一丁目６番１５号 

４ 通 信 教 育 

実 施 区 域 
東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬県、山梨県 

５ 課    程 

修 業 年 限  

収 容 定 員 

通信制課程（普通科） 

３年以上 

１，４７０名 

６ 変 更 理 由 

 

１ 「科目履修生」制度の明確化 

  不登校又はその他特別な事情を有する本校及び他校に在籍している生徒に対

し、単位修得を支援する体制を整えるため、科目履修生の対象や修得単位数の

要件を条文に追記する。 

 

２ 学期の変更 

生徒の利便性や学習の機会の確保に利点があるため、「３学期制」から「前後

期制」に変更する。 
 

３ 教育課程の変更 

生徒の希望に合わせた進路実現を目的とし、教育課程及び平日授業時間を変 

更する。 
 

４ 卒業単位数の変更 

  教育課程表の単位数に合わせ、課程の修了に必要な単位数を変更する。 

 

７ 変更年月日 令和８年４月１日（予定) 

８ 変 更 内 容 

変 更 前 変 更 後 

別紙１「学則比較対照表」のとおり 別紙１「学則比較対照表」のとおり 

備     考 

１ 設置認可年月日（通信制課程）      平成１２年３月３０日（東京都） 

２ 法人が設置する学校の名称及び設置認可年月日 

（１）目黒日本大学高等学校（全日制課程） 昭和２３年３月１０日（東京都） 

（２）目黒日本大学中学校         昭和２２年４月 １日（東京都） 

（３）目黒日本大学幼稚園         昭和２７年５月２０日（目黒区） 



 
別紙１          学則比較対照表      議案第６号 

現行 改正案 
 

 
 

 
目 黒 日 本 大 学 高 等 学 校 学 則 

 

第１条から第３条まで（略） 

（課 程） 

第４条 本校の課程及び収容定員は，次のとおりとする。 

① 全日制の課程  普通科    945 名 

② 通信制の課程  普通科   1,470 名 

２ 各学級の収容定員は，次のとおりとする。 

全日制の課程  １学級40名以下とする。 

３ 本校の通信教育を行う区域は東京都・神奈川県・埼玉県・

千葉県・茨城県・栃木県・群馬県・山梨県とする。 

４ 通信制の課程においては，科目履修生の入学を許可するこ

とがある。 

 

 

５ 通信制の課程においては，併修生の入学を許可することが

ある。 

６ 通信制の課程においては，特科生の聴講を許可することが

ある。 

 

第５条から第６条まで（略） 

 

（学 期） 

第７条 学期は，学年を分けて，次のとおりとする。 

① 全日制の課程 

⑴ １学期  ４月１日から８月31日まで 

⑵ ２学期  ９月１日から12月31日まで 

⑶ ３学期  翌年１月１日から３月31日まで 

② 通信制の課程  

⑴ １学期  ４月１日から８月31日まで 

⑵ ２学期  ９月１日から12月31日まで 

⑶ ３学期  翌年１月１日から３月31日まで 

 

第８条から第 21 条まで（略） 

 

（教育課程） 

第 22 条 本校の教育課程は，別表に定める教科及び特別教育

活動並びに学校行事等により編成する。 

２ 教育課程編成にあたっては，あらかじめ併設中学校と協議

する。 

 

第 23 条（略） 

 

 

 
目 黒 日 本 大 学 高 等 学 校 学 則 

 
第１条から第３条まで（略） 

（課 程） 

第４条 本校の課程及び収容定員は、次のとおりとする。 

① 全日制の課程  普通科    945 名 

② 通信制の課程  普通科   1,470 名 

２ 各学級の収容定員は、次のとおりとする。 

全日制の課程  １学級40名以下とする。 

３ 本校の通信教育を行う区域は東京都・神奈川県・埼玉県・

千葉県・茨城県・栃木県・群馬県・山梨県とする。 

４ 通信制の課程においては、科目履修生の入学を許可するこ

とがある。不登校又はその他特別の事情を有する本校及び他

校に在籍する生徒が、本校において単位を履修する場合、修

得単位数は36単位を上限とする。 

５ 通信制の課程においては、併修生の入学を許可することが

ある。 

６ 通信制の課程においては、特科生の聴講を許可することが

ある。 

 

第５条から第６条まで（略） 

 

（学 期） 

第７条 学期は、学年を分けて、次のとおりとする。 

① 全日制の課程 

⑴ １学期  ４月１日から８月31日まで 

⑵ ２学期  ９月１日から12月31日まで 

⑶ ３学期  翌年１月１日から３月31日まで 

② 通信制の課程  

⑴ 前 期  ４月１日から９月30日まで 

⑵ 後 期  10月１日から翌年３月31日まで 

 

 

第８条から第 21 条まで（略） 

 

（教育課程） 

第 22 条 本校の教育課程は，別表に定める教科及び特別教育

活動並びに学校行事等により編成する。 

２ 教育課程編成にあたっては，あらかじめ併設中学校と協議

する。 

 

第 23 条（略） 

 

 



 
別紙１          学則比較対照表      議案第６号 

現行 改正案 
 

 
 

（卒 業） 

第24条 前条の規定により，生徒が本校所定の全課程を修了し

たと認められるときは，卒業証書を授与する。通信制の課

程については，課程の修了を認める単位数を74単位以上と

する。 

 

第 25 条から第 35 条まで（略） 

 

附  則 

１ この学則は，令和６年４月１日から施行する。 

２ 第22条の教育課程は，令和４年度入学生，令和５年度入学

生及び令和６年度以降の入学生にそれぞれ適用する。 

３ 第29条の授業料は，令和６年度新入学生及びその学年に在

籍しようとする転入学生から適用することとし，施設設備費

は，令和５年度新入学生及びその学年に在籍しようとする転

入学生から適用する。なお，令和４年度以前の入学生につい

ては，従前の例による。 

４ この学則の施行に関し必要な事項は，校長が別に定める。 

 

 

 

 

 

（卒 業） 

第24条 前条の規定により、生徒が本校所定の全課程を修了し

たと認められるときは、卒業証書を授与する。通信制の課

程については、課程の修了を認める単位数を78単位以上と

する。 

 

第 25 条から第 35 条まで（略） 

 

附  則 

１ この学則は、令和 年 月 日から施行する。 

２ 第22条の教育課程は、令和８年度から全学年に適用する。 

 

 

 

 

 

 

３ この学則の施行に関し必要な事項は、校長が別に定める。 

 



別紙２　教育課程新旧比較対照表 議案第６号

高等学校通信制課程　教育課程 令和５年４月１日以降入学者 高等学校通信制課程　教育課程 令和８年４月１日以降入学者

文系 理系 文系 理系 文系 理系
現代の国語 2 2 2 2 現代の国語 2 2 2 2
言語文化 2 2 2 2 言語文化 2 2 2 2
論理国語 4 4 4 4 論理国語 4 4 4 4 4
文学国語 4 4 4 4 4 文学国語 4 4 4 4 4
古典探究 4 4 4 4 古典探究 4 4 4 4 4
（新設） ※ 国語演習 — 2 2
地理総合 2 2 2 2 地理総合 2 2 2 2
歴史総合 2 2 2 2 歴史総合 2 2 2 2

日本史探究 3 3 3 3 日本史探究 3 4 3 3
世界史探究 3 3 3 3 世界史探究 3 4 3 3

※ 日本史演習 — 4 日本史演習は、日本史探究履修後に履修 ※ 日本史演習 — 4 日本史演習は、日本史探究履修後に履修

※ 世界史演習 — 4 世界史演習は、世界史探究履修後に履修 ※ 世界史演習 — 4 世界史演習は、世界史探究履修後に履修

公共 2 2 2 2 公共 2 2 2 2
倫理 2 2 2 倫理 2 2 2

政治・経済 2 2 2 政治・経済 2 4 2 2
（新設） ※ 政治・経済演習 — 4 政治･経済演習は、政治･経済履修後に履修

数学Ⅰ 3 3 3 3 数学Ⅰ 3 3 3 3
数学Ⅱ 4 4 4 4 数学Ⅱ 4 4 4 4 4
数学Ⅲ 3 3 数学Ⅲ 3 3
数学Ａ 2 2 2 2 数学Ａ 2 2 2 2
数学Ｂ 2 2 数学Ｂ 2 2 2
数学Ｃ 2 2 2 数学Ｃ 2 2 2

※ 数学演習 — 3 ※ 数学演習 — 3
科学と人間生活 2 2 2 2 科学と人間生活 2 2 2

（新設） 物理基礎 2 2 (2) (2)
（新設） 物理 4 4 (4) (4) 物理は、物理基礎履修後に履修

化学基礎 2 2 化学基礎 2 2 (2) (2)
化学 4 4 化学は、化学基礎履修後に履修 化学 4 4 (4) (4) 化学は、化学基礎履修後に履修

生物基礎 2 2 2 2 生物基礎 2 2 2 2
生物 4 4 生物は、生物基礎履修後に履修 生物 4 4 (4) (4) 生物は、生物基礎履修後に履修

（新設） ※ 物理演習 — 4 物理演習は、物理履修後に履修

（新設） ※ 化学演習 — 4 化学演習は、化学履修後に履修

（新設） ※ 生物演習 — 4 生物演習は、生物履修後に履修

体育 7〜8 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 体育 7〜8 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3
保健 2 1 1 1 1 1 1 保健 2 1 1 1 1 1 1 1

音楽Ⅰ 2 2 2 音楽Ⅰ 2 2 2
美術Ⅰ 2 2 2 2 美術Ⅰ 2 2 2 2

英語コミュニケーションⅠ 3 3 3 3 英語コミュニケーションⅠ 3 3 3 3
英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4 英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4 4
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4 英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

家　庭 家庭基礎 2 2 2 2 家　庭 家庭基礎 2 2 2 2 2
情報Ⅰ 2 2 2 2 情報Ⅰ 2 2 2 2 2
情報Ⅱ 2 2 2 情報Ⅱ 2 2 2

総　合 総合的な探究の時間 3〜6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 総　合 総合的な探究の時間 3〜6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
29 29 29 31 27 27 22 22 26 26 31 27 27 31 31 28~32 28~32 24 24 26~38 26~38

芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

改正案現　行

教　科 科　目 標準
単位数

第１学年 第２学年 第３学年
備　考

2年 3年

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

外国語

情　報

合　　計

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

保健体育

地理歴史地理歴史

数　学数　学

芸　術

教　科 科　目 標準
単位数

1年

保健体育

卒業までに特別活動を30単位時間行う

芸　術

外国語

情　報

合　　計
(備考)(備考)

※ が付してある科目は、学校設定科目

※ が付してある科目は，学校設定科目 １単位につき、平日は50分授業、土曜日は40分授業とする

１単位につき，平日は45分授業，土曜日は40分授業とする

卒業までに特別活動を30単位時間行う

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

国　語国　語

理　科理　科

公　民公　民

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ
備　考

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

履修単位数に(　)が付してある科目は、自由選択科目



別紙３　教育課程新旧比較対照表 議案第６号

高等学校通信制課程　教育課程 令和５年４月１日以降入学者 高等学校通信制課程　教育課程 令和８年３月３１日以前入学者

文系 理系 文系 理系
現代の国語 2 2 2 2 現代の国語 2 2 2 2
言語文化 2 2 2 2 言語文化 2 2 2 2
論理国語 4 4 4 4 論理国語 4 4 4 4
文学国語 4 4 4 4 4 文学国語 4 4 4 4 4
古典探究 4 4 4 4 古典探究 4 4 4 4
地理総合 2 2 2 2 地理総合 2 2 2 2
歴史総合 2 2 2 2 歴史総合 2 2 2 2

日本史探究 3 3 3 3 日本史探究 3 3 3 3
世界史探究 3 3 3 3 世界史探究 3 3 3 3

※ 日本史演習 — 4 日本史演習は、日本史探究履修後に履修 ※ 日本史演習 — 4 日本史演習は、日本史探究履修後に履修

※ 世界史演習 — 4 世界史演習は、世界史探究履修後に履修 ※ 世界史演習 — 4 世界史演習は、世界史探究履修後に履修

公共 2 2 2 2 公共 2 2 2 2
倫理 2 2 2 倫理 2 2 2

政治・経済 2 2 2 政治・経済 2 2 2
数学Ⅰ 3 3 3 3 数学Ⅰ 3 3 3 3
数学Ⅱ 4 4 4 4 数学Ⅱ 4 4 4 4
数学Ⅲ 3 3 数学Ⅲ 3 3
数学Ａ 2 2 2 2 数学Ａ 2 2 2 2
数学Ｂ 2 2 数学Ｂ 2 2
数学Ｃ 2 2 2 数学Ｃ 2 2 2

※ 数学演習 — 3 ※ 数学演習 — 3
科学と人間生活 2 2 2 2 科学と人間生活 2 2 2 2

化学基礎 2 2 化学基礎 2 2
化学 4 4 化学は、化学基礎履修後に履修 化学 4 4 化学は、化学基礎履修後に履修

生物基礎 2 2 2 2 生物基礎 2 2 2 2
生物 4 4 生物は、生物基礎履修後に履修 生物 4 4 生物は、生物基礎履修後に履修

体育 7〜8 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 体育 7〜8 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3
保健 2 1 1 1 1 1 1 保健 2 1 1 1 1 1 1

音楽Ⅰ 2 2 2 音楽Ⅰ 2 2 2
美術Ⅰ 2 2 2 2 美術Ⅰ 2 2 2 2

英語コミュニケーションⅠ 3 3 3 3 英語コミュニケーションⅠ 3 3 3 3
英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4 英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4 英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

家　庭 家庭基礎 2 2 2 2 家　庭 家庭基礎 2 2 2 2
情報Ⅰ 2 2 2 2 情報Ⅰ 2 2 2 2
情報Ⅱ 2 2 2 情報Ⅱ 2 2 2

総　合 総合的な探究の時間 3〜6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 総　合 総合的な探究の時間 3〜6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
29 29 29 31 27 27 22 22 26 26 29 29 29 31 27 27 22 22 26 26

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

(備考)(備考)

１単位につき、平日は50分授業、土曜日は40分授業とする※ が付してある科目は，学校設定科目

※ が付してある科目は、学校設定科目１単位につき，平日は45分授業，土曜日は40分授業とする

外国語外国語

情　報情　報

合　　計合　　計

保健体育保健体育

芸　術芸　術

卒業までに特別活動を30単位時間行う卒業までに特別活動を30単位時間行う

公　民公　民

数　学数　学

理　科理　科

地理歴史地理歴史

国　語国　語

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

教　科 科　目 標準
単位数

1年 2年
芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

備　考
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

改正案現　行

教　科 科　目 標準
単位数

第１学年 第２学年 第３学年
備　考

3年

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ



別紙４　教育課程新旧比較対照表 議案第６号

高等学校通信制課程　教育課程 令和４年４月１日入学者

文系 理系
現代の国語 2 2 2 2
言語文化 2 2 2 2
論理国語 4 4 4 4
文学国語 4 4 4 4 4
古典探究 4 4 4 4
地理総合 2 2 2 2
歴史総合 2 2 2 2

日本史探究 3 3 3 3
世界史探究 3 3 3 3

※ 日本史演習 — 4 日本史演習は、日本史探究履修後に履修

※ 世界史演習 — 4 世界史演習は、世界史探究履修後に履修

公共 2 2 2 2
倫理 2 2 2

政治・経済 2 2 2
数学Ⅰ 3 3 3 3
数学Ⅱ 4 4 4 4
数学Ⅲ 3 3
数学Ａ 2 2
数学Ｂ 2 2
数学Ｃ 2 2 2

※ 数学入門 — 2 2
※ 数学演習 — 3

科学と人間生活 2 2 2 2
化学基礎 2 2

化学 4 4 化学は、化学基礎履修後に履修

生物基礎 2 2 2 2
生物 4 4 生物は、生物基礎履修後に履修

体育 7〜8 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3
保健 2 1 1 1 1 1 1

音楽Ⅰ 2 2 2
美術Ⅰ 2 2 2 2

英語コミュニケーションⅠ 3 3 3 3
英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4

家　庭 家庭基礎 2 2 2 2
情報Ⅰ 2 2 2 2
情報Ⅱ 2 2 2

総　合 総合的な探究の時間 3〜6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
29 29 29 31 27 27 22 22 26 26

芸　術

（ 削 除 ）

合　　計
(備考)

※ が付してある科目は，学校設定科目

外国語

保健体育

改正案現　行

備　考芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ

芸能ｽﾎﾟｰﾂ
ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ 芸能ｽﾎﾟｰﾂ

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ
ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

卒業までに特別活動を30単位時間行う

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

国　語

地理歴史

公　民

数　学

理　科

教　科 科　目
ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

標準
単位数

1年 2年 3年

１単位につき，平日は45分授業，土曜日は40分授業とする

情　報


